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〝稼げる〟オフ輪への進化特集

「システム38S」で小ロット化・低コスト化に対応

〝最短時間・最小損紙での刷り出し〟が可能に

富士精版印刷株式会社（大阪・淀川区）

Feature article

刷
単
価
が
下
落
す
る
中
、
オ
フ
輪
市

場
で
は
、
小
ロ
ッ
ト
化
・
短
納
期
化
・

コ
ス
ト
低
減
化
が
大
き
な
経
営
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
小
ロ
ッ
ト
の
仕
事
で
も
利

益
を
出
す
た
め
、
印
刷
現
場
に
は
、
ム
ダ
な

作
業
・
ム
ダ
な
時
間
・
ム
ダ
な
紙
を
な
く
し
、

効
率
的
な
生
産
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
富
士
精
版
印
刷
㈱
（
本
社
・
大
阪
市
淀
川

区
西
宮
原
2

－

4

－
33
、
里
永
健
一
郎
社

長
）
は
、オ
フ
輪
工
場
で
あ
る
市
島
工
場
（
兵

庫
県
丹
波
市
）
に
8
月
、
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
A
横
全
判
両
面
4
色
オ
フ
セ
ッ
ト

輪
転
機
シ
ス
テ
ム
38
S
（SYSTEM

38S

）

を
導
入
、
コ
モ
リ
ハ
イ
パ
ー
シ
ス
テ
ム
A
I

（
K
H
S

－

A
I
）
に
よ
る
「
最
短
時
間
・

最
小
損
紙
で
の
刷
り
出
し
」
で
、
小
ロ
ッ
ト

化
や
低
コ
ス
ト
化
に
対
応
し
て
い
る
。
同
社

で
は
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
印
刷
事
故
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
や
節
電
対
策
も
一
段
と

強
化
、
さ
ら
に
製
本
加
工
の
内
製
化
（
本
社

工
場
＝
枚
葉
工
場
）
な
ど
も
進
め
、
高
収
益

体
質
を
確
立
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
市
島
工
場
は
、
A
横
全
判
オ
フ
輪
3
台
と

B
縦
半
裁
オ
フ
輪
（
シ
ス
テ
ム
35
S
）
1
台

を
配
備
し
た
、
通
販
カ
タ
ロ
グ
印
刷
主
体
の

オ
フ
輪
工
場
で
あ
る
。今
回
の
新
台
導
入
は
、

1
9
9
3
年
の
竣
工
時
に
導
入
し
た
A
横
オ

フ
輪
1
号
機
の
老
朽
化
に
伴
う
入
れ
替
え
で

あ
る
。
22
年
が
経
過
し
修
理
代
が
か
さ
む
よ

う
に
な
り
、
部
品
も
注
文
発
注
に
な
っ
て
修

理
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
同
じ
A
横
全
判
オ
フ
輪
で
も
他
の
2

台
と
版
サ
イ
ズ
が
異
な
り
、
効
率
運
用
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
た
。

20
分
か
か
っ
て
い
た
版
替
え
が

全
自
動
刷
版
交
換
装
置
で
90
秒
に
短
縮

　
シ
ス
テ
ム
38
S
は
、
単
径
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

胴
を
採
用
し
た
世
界
標
準
機
で
、
最
高
印
刷

速
度
8
0
0
r
p
m
の
高
速
性
に
加
え
、
単

胴
機
な
ら
で
は
の
安
定
し
た
高
品
質
印
刷
が

特
徴
の
A
横
全
判
オ
フ
輪
で
あ
る
。
市
島
工

場
に
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
38
S
に
は
、
標
準

搭
載
の
K
H
S

－

A
I
の
他
、
オ
プ
シ
ョ
ン

の
A
I

－

L
i
n
k
、
全
自
動
刷
版
交
換
装

置
F
u
l
l

－

A
P
C
、
全
数
検
査
が
可
能

な
オ
フ
輪
用
品
質
検
査
装
置
P
Q
A

－

W
な

ど
も
追
加
搭
載
し
た
。

　
そ
の
狙
い
に
つ
い
て
、
若
林
栄
樹
顧
問

は
「
旧
台
は
倍
幅
で
ロ
ン
グ
ロ
ッ
ト
対
応
機

だ
っ
た
が
、
新
台
の
導
入
は
小
ロ
ッ
ト
対
応

が
主
目
的
で
あ
り
、
印
刷
準
備
時
間
や
切

り
替
え
時
間
の
短
縮
は
不
可
欠
。
K
H
S

－

A
I
だ
け
で
も
印
刷
準
備
時
間
を
短
縮

で
き
る
が
、
統
合
制
御
シ
ス
テ
ム
A
I

－

L
i
n
k
を
追
加
す
れ
ば
、
相
乗
効
果
が
期

印

里永健一郎社長を挟んで中野光男専務㊧と若林栄樹顧問
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待
で
き
る
。
ま
た
、
F
u
l
l

－

A
P
C
な

ら
旧
台
で
20
分
か
か
っ
て
い
た
版
替
え
が
1

分
30
秒
で
す
む
よ
う
に
な
る
」と
説
明
す
る
。

　
K
H
S

－

A
I
は
、
機
械
や
環
境
、
印
刷

資
材
の
変
化
に
合
わ
せ
た
自
己
学
習
機
能
に

よ
り
、
各
種
プ
リ
セ
ッ
ト
を
最
適
化
し
、
高

精
度
な
印
刷
立
ち
上
げ
を
実
現
す
る
生
産
性

向
上
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

〝
一
発
原
稿
対
応
〟
で

刷
り
出
し
時
の
ヤ
レ
紙
が
激
減

　
一
方
の
A
I

－

L
i
n
k
は
、
本
機
の
給

紙
か
ら
折
機
に
至
る
制
御
を
は
じ
め
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
、
ス
タ
バ
ン
な
ど
の
付
帯
機
器
ま
で

も
統
合
的
に
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

K
H
S

－

A
I
と
の
相
互
制
御
効
果
に
よ
り

究
極
の
シ
ョ
ー
ト
メ
イ
ク
レ
デ
ィ
と
損
紙
削

減
が
可
能
に
な
る
。
若
林
顧
問
は
「
2
年
前

に
導
入
し
た
B
縦
半
裁
オ
フ
輪
・
シ
ス
テ
ム

35
S
で
実
証
済
み
だ
が
、
K
H
S

－

A
I

／
A
I

－

L
i
n
k
は
〝
一
発
原
稿
対
応
〟

に
極
力
近
づ
い
て
い
る
。
結
果
、
刷
り
出
し

時
の
ヤ
レ
紙
も
大
幅
に
減
り
、
コ
ス
ト
削
減

に
直
結
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
新
台
で
は
こ
の
他
、
節
電
対
策
や
資
材
の

有
効
利
用
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
図
っ
て
い

る
。
節
電
対
策
と
し
て
ス
タ
バ
ン
は
本
機
と

連
動
し
て
エ
ア
ー
を
止
め
、
乾
燥
装
置
は
機

械
が
止
ま
っ
て
い
る
時
ド
ラ
イ
ヤ
ー
脱
臭
装

置
の
温
度
を
3
5
0
℃
か
ら
3
0
0
℃
に
下

げ
る
装
置
を
付
け
た
。
資
材
の
有
効
利
用
で

は
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ー
ダ
ー
を
付
け
、
残
紙
を

当
て
紙
や
下
敷
き
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

「
当
て
紙
な
ど
は
こ
れ
ま
で
購
入
し
て
い
た

た
め
、
資
源
の
有
効
活
用
だ
け
で
な
く
、
経

費
の
節
約
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

ち
ょ
っ
と
し
た
改
善
が
利
益
に
つ
な
が
る
」

と
中
野
光
男
専
務
取
締
役
兼
管
理
本
部
長
。

　
シ
ス
テ
ム
38
S
は
い
ろ
い
ろ
な
折
り
が
可

能
だ
が
、
同
社
で
は
8
P
の
仕
事
が
多
く
、

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
シ
ン
プ
ル
に
8
P
・

16
P
専
用
機
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。ま
た
、

最
高
印
刷
速
度
は
8
0
0
r
p
m
だ
が
、
品

質
を
最
重
視
し
て
お
り
、
8
〜
9
割
の
ス

ピ
ー
ド
で
運
転
し
て
い
る
。「
ス
ペ
ッ
ク
の

80
％
程
度
で
運
転
す
る
の
が
品
質
的
に
も
機

械
的
に
も
安
定
す
る
。
と
く
に
カ
タ
ロ
グ
や

D
M
な
ど
高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
の

場
合
は
い
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。
要
求
品
質

が
低
く
ロ
ッ
ト
も
大
き
い
チ
ラ
シ
な
ら
と
も

か
く
と
し
て
、
小
ロ
ッ
ト
の
仕
事
に
対
し
て

最
高
の
8
0
0
回
転
を
出
し
て
も
意
味
が
な

い
」（
若
林
顧
問
）

　
今
回
の
入
れ
替
え
に
よ
り
、
A
横
全
版
オ

フ
輪
は
3
台
と
も
版
サ
イ
ズ
が
同
じ
に
な

り
、
柔
軟
で
か
つ
効
率
的
な
運
用
が
で
き
る

コモリハイパーシステムAI ／ AI－Linkで究極の自動化を実現している
「システム38S」とスタッフ
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よ
う
に
な
っ
た
。
3
台
と
も
性
能
に
遜
色
が

な
く
、
仕
事
に
よ
っ
て
使
い
分
け
た
り
し
て

い
な
い
が
「
強
い
て
言
え
ば
、
新
し
い
機
械

な
の
で
折
り
精
度
が
一
段
と
良
く
な
っ
て
お

り
、
折
り
に
対
す
る
要
求
度
が
高
い
仕
事
を

振
り
向
け
て
い
る
」（
若
林
顧
問
）
と
い
う
。

　
シ
ス
テ
ム
38
S
に
つ
い
て
、
里
永
社
長
は

「
コ
モ
リ
ハ
イ
パ
ー
シ
ス
テ
ム
は
進
化
し
て

お
り
、
一
発
見
当
・
色
・
折
合
わ
せ
で
刷
り

出
し
の
損
紙
が
極
端
に
少
な
い
。
電
気
設
備

も
新
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
節
電
効
果
も
あ

り
、
非
常
に
効
率
の
良
い
機
械
だ
と
実
感
し

て
い
る
。
利
益
に
貢
献
し
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
る
」
と
満
足
し
て
い
る
。

　
中
野
専
務
は
、
メ
ー
カ
ー
の
小
森
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
オ
フ
輪
の
場
合
は

立
ち
上
げ
ま
で
大
体
1
カ
月
程
度
か
か
る
の

が
普
通
だ
が
、今
回
は
8
月
13
日
に
搬
入
し
、

2
週
間
で
本
稼
働
に
入
っ
た
。
普
段
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
対
応
も
そ
う
だ
が
、
小
森
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
動
き
が
素
早
く
、
非
常
に
助

か
っ
て
い
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
常
温
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
」
や

「
完
全
棒
積
み
」
な
ど
を
独
自
開
発

　
富
士
精
版
印
刷
は
1
9
5
0
年
の
設
立
。

以
来
、「
日
本
一
美
し
い
印
刷
の
で
き
る
印

刷
会
社
」
を
目
指
し
て
、
ひ
た
す
ら
技
術
の

向
上
を
求
め
て
歩
ん
で
き
た
。
新
技
術
・
新

製
品
開
発
に
も
挑
戦
し
、
イ
ン
キ
の
裏
移
り

防
止
印
刷
技
術
「
完
全
棒
積
み
」
や
「
常
温

ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
」な
ど
を
開
発
し
た
。

こ
れ
ら
の
技
術
は
業
界
発
展
の
た
め
に
公
開

し
、
工
場
見
学
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

る
。

　「
常
温
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
湿

し
水
を
〝
常
温
〟
で
〝
水
量
を
極
限
ま
で
絞

る
〝
こ
と
に
よ
っ
て
余
分
な
水
を
出
さ
な
い

と
い
う
も
の
。
こ
の
方
法
は
メ
リ
ッ
ト
が
多

く
、
水
を
絞
る
こ
と
で
イ
ン
キ
の
性
能
を
最

大
限
に
引
き
出
し
高
品
質
の
印
刷
が
可
能
に

な
る
。

　
冷
却
装
置
も
循
環
装
置
も
不
要
で
、
汚
い

水
が
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
フ
ィ
ル
タ
ー
も
必

要
な
い
。
電
気
代
の
節
約
に
な
る
し
、
廃
液

が
出
な
い
の
で
環
境
負
荷
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。

　
開
発
を
担
当
し
た
若
林
顧
問
は
「
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
し
、
水
を
絞
る

と
い
う
基
本
を
忠
実
に
実
行
す
れ
ば
、
良
い

も
の
が
刷
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
一
般
的
に
汚
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
水
の
量

を
多
め
に
し
が
ち
だ
」
と
話
し
、
意
識
改
革

を
促
し
て
い
る
。

　「
常
温
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
」
は
、

2
0
0
5
年
か
ら
オ
フ
輪
で
ス
タ
ー
ト
し
、

2
0
1
0
年
か
ら
は
枚
葉
で
も
実
施
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　
な
お
、「
常
温
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
」

に
必
要
な
の
は
セ
ン
サ
ー
と
H
液
と
水
だ
け

で
、機
械
を
改
造
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
。

水
は
市
島
工
場
で
は
井
戸
水
を
、
本
社
工
場

で
は
水
道
水
を
使
っ
て
お
り
、
水
質
は
関
係

な
い
と
い
う
。

決
算
・
技
術
・
事
故
な
ど
全
て
の
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
で
顧
客
の
信
頼
を
得
る

　
技
術
力
の
向
上
と
と
も
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
事
故
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
。
石
川
忠
会
長
の
「
事
故
は
か
く
す

な
。
正
直
に
報
告
し
、
原
因
を
追
究
せ
よ
」

と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
1
9
8
6
年
に
社

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
品
質
管
理
室
を
設
置
。

以
来
、
印
刷
事
故
の
原
因
や
発
生
プ
ロ
セ
ス

の
分
析
・
対
策
だ
け
で
な
く
、
損
失
金
額
ま

で
全
社
員
に
開
示
し
、
原
因
究
明
・
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
社
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
決
算
や
技
術
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情
報
な
ど
と
同
様
、
印
刷
事
故
ま
で
報
告
書

『
品
質
管
理
3
6
5
日
』
に
ま
と
め
、
公
開

し
て
い
る
こ
と
だ
。『
品
質
管
理
3
6
5
日
』

は
業
界
で
広
く
読
ま
れ
、
そ
れ
を
手
本
に
し

て
事
故
防
止
や
業
務
改
善
を
し
て
い
る
会
社

は
多
い
。

　
10
月
末
に
第
6
版
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
前
期
（
第
67
期
）
は
売
上
高

45
億
円
に
対
し
て
、
事
故
金
額
は
6
7
6
万

円
、
事
故
件
数
は
46
件
、
事
故
率
（
対
売
上

比
率
）
は
0
・
15
％
だ
っ
た
。

　
里
永
社
長
は
「
私
が
社
長
に
就
任
し
た

66
期
の
事
故
率
は
0
・
42
％
と
前
期
の
0
・

28
％
か
ら
急
増
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い

と
品
質
管
理
室
を
強
化
し
、『
ロ
ス
が
減
る

と
い
う
こ
と
は
収
益
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
』『
会
社
の
収
益
が
上
が
れ
ば
皆
の
給
料

も
増
え
る
』
な
ど
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
説
い

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
6
月
の
決
算
で

は
0
・
15
％
に
ま
で
減
り
、
金
額
的
に
は
過

去
最
低
を
記
録
し
た
。
今
期
の
目
標
は
0
・

12
％
に
設
定
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
到
達
す
る

の
は
中
々
難
し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
皆
の

意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
や
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
」
と
目
標
達
成
に
向
け
て

気
を
引
き
締
め
て
い
る
。

〝
2
％
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
〟
で

生
産
性
を
向
上

　
一
方
、
社
長
就
任
以
来
、
印
刷
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
指
導
し
て
い
る
の
が
〝
2
％
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
〟
で
あ
る
。
わ
ず
か
で
も

生
産
性
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。「
現
場
に

行
く
と
、オ
フ
輪
で
も
枚
葉
で
も
同
じ
だ
が
、

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
の
数
字
が
8
0
0
0
と

か
1
万
1
0
0
0
と
か
切
り
の
良
い
数
字
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
8
1
6
0
な
ど

の
数
字
は
格
好
が
悪
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

2
％
の
ア
ッ
プ
で
も
年
間
に
す
れ
ば
大
き
な

数
字
に
な
る
。
10
％
ア
ッ
プ
す
る
の
は
難
し

い
が
、
数
％
な
ら
品
質
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、
取
り
組
み
や
す
い
の
で
は
」
と
里
永

社
長
。

　
若
林
顧
問
は
「
小
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
1
台

に
つ
き
10
分
で
も
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、1
日
で
は
2
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。

現
場
を
見
て
い
る
と
ま
だ
ム
ダ
が
あ
る
の
で

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
人
材
の
有
効
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
多
能
工
化
で
あ
る
。
中
野
専
務
は
「
2

年
前
に
当
社
初
の
B
縦
半
裁
オ
フ
輪
を
導
入

し
、
今
年
は
さ
ら
に
本
社
工
場
に
中
綴
じ
機

と
折
り
機
と
断
裁
機
を
導
入
し
て
後
加
工
の

内
製
化
を
進
め
る
な
ど
、
総
合
印
刷
会
社
と

し
て
設
備
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
る
。た
だ
、

厳
し
い
状
況
の
中
で
人
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
多
能
工
化
す
る
こ
と
で
、
人
を
増

や
さ
ず
コ
ス
ト
増
も
吸
収
で
き
る
し
、
全
社

的
に
効
率
が
良
く
な
る
。
印
刷
部
門
で
は
す

で
に
多
能
工
化
が
進
み
、
オ
フ
輪
も
枚
葉
も

で
き
る
人
が
増
え
る
な
ど
成
果
が
出
て
き
て

い
る
」
と
し
、
今
後
は
他
の
部
門
で
も
多
能

工
化
を
進
め
、
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、里
永
社
長
は「
当

社
は
決
算
も
技
術
も
問
題
点
も
全
て
公
開
す

る
こ
と
で
、
社
員
の
モ
ラ
ル
や
技
術
力
を
高

め
、
そ
し
て
顧
客
か
ら
信
頼
を
得
て
き
た
。

今
後
も
こ
の
方
針
は
変
え
ず
、
公
表
し
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
」
と
意
欲
を
示
す
。
一
方
で
「
印
刷
単

価
は
下
が
る
一
方
で
、
業
界
全
体
で
過
当
競

争
体
質
か
ら
脱
皮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ま
た
、機
械
や
紙
の
サ
イ
ズ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

そ
れ
が
コ
ス
ト
高
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

関
連
業
界
で
話
し
合
い
を
し
、
標
準
化
が
で

き
れ
ば
新
し
い
発
展
に
も
つ
な
が
る
」
と
関

連
産
業
の
協
業
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。


